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　全国二輪車安全普及協会（全国二普協）は５月

21日、東京・千代田区のアルカディア市ヶ谷で平

成22年度通常総会を開催した。平成21年度の事業

報告案及び収支決算、22年度の事業計画案並びに

収支予算を審議・承認した。また、任期満了に伴

う役員改選で、青木哲氏に代わり、本田技研工業

㈱取締役相談役の福井威夫氏を会長に選任した。

　平成22年度の事業計画では、①二輪車安全運転

普及活動、②二輪車防犯活動 －－の２点を基本事
業と定め、各種施策を展開する。“安全運転普及

活動”では特に、グッドライダー・ミーティング（以

下「G・ミーティング」という。）の全都道府県で

の開催と効率的な運営に向けた各種支援策を展開

する。

　“二輪車防犯活動”では、二普協事業の柱であ

る「グッドライダー・防犯登録制度」（以下「G・

防犯登録制度」という。）の普及促進に向け、銘

柄別・都道府県別の新車登録計画の策定と達成や

主力外車銘柄への登録推進協力などを求めていく

こととしている。また、二輪車盗難照会システム

では加盟店数の目標を3,500店とし、未稼働店に

対するPRを展開していく。

平成22年度通常総会を開催 

新会長に福井威夫氏を選任
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　平成22年度通常総会には、青木会長をはじめ、役員、
都府県二普協会長、専務理事ら73名が出席した。また、
来賓として警察庁の石井隆之交通局長のご出席をいた
だいた。
　議事に先立ち、青木会長が挨拶、続いて石井局長か
ら祝辞をいただいた。
　青木会長はまず、“二輪車安全普及活動”について
触れ、昨年の二輪車乗車中の交通事故死者数が９年連
続で減少したことについて「積極的なG・ミーティン
グの開催や安全啓発活動など、皆さんの平素における
関係各機関・団体との緊密な連携とご尽力による成果
の現われ」と感謝の言葉を述べた。続いて“二輪車防
犯活動”について、昨年度末のG・防犯登録率が新車
出荷台数比の48.7％と目標の55％の及ばなかったこと
に対して、厳しい市場環境にもかかわらず、それぞれ
の都府県・地区二普協の実情に即した達成感の持てる
目標数値の設定や地域間格差の解消などに取り組んだ
ことで「少しずつではあるが改善されてきた」と一定
の評価をした。さらに、22年度の事業計画について、「二
輪車を取り巻く市場環境は更に厳しさを増している」
として、「計画達成へ向け、皆さんの力強いご協力を
お願い申し上げる」と強調した。

○●○●○
　続いて石井局長は、日頃の
二普協活動への謝意を示す一方
で、二輪車乗車中の交通事故死
者数の減少率が四輪車に比べて
小さいこと、また30歳代から60
歳代の自動二輪車の事故死者数
が増加に転じていることを「憂
慮すべき状況」と指摘した上で、
「今後とも情勢に応じ、効果的
な講習の実施に努めていただき
たい」とG・ミーティングをは
じめする安全運転講習の一層の
充実を求めた。また、G・防犯

登録制度についても「こうした取り組みを今後とも継
続するとともに、一層の充実をお願いする」と述べた。
　一方、都市部を中心に課題となっている“駐車規制”
について「比較的柔軟に考えている」とした上で、「駐
車違反の状況とか、地域の方々の要望に応じて、定期
的に見直しをしている」と強調した。

○●○●○
　総会は、定款の定めにより青木会長が議長に就任。
第１号議案「平成21年度事業報告」、第２号議案「平
成21年度収支決算」、第３号議案「平成22年度事業計
画」、第４号議案「平成22年度事業報告」、第５号議
案「平成21年度通常総会で議決された『新公益法人取
得申請に伴う定款変更案の作成及び今後のスケジュー
ル』の変更」、第６号議案「役員の改選」の６議案を
審議した。各議案の詳細説明は古川専務理事・中薗常
務理事が行い、６議案すべてが承認された。

○●○●○
　通常総会終了後、新役員による理事会が開催された。
理事の互選により、新会長に福井威夫・本田技研工業
㈱取締役相談役、新専務理事に國枝英郎氏を選任した。

さらに厳しさを増す二輪市場環境
なお一層の努力・協力を
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　本日の総会にはご多忙中にもかかわらず警察庁から
石井隆之交通局長様をはじめ、当協会の役員・会員各
位のご出席を賜り、誠にありがとうございます。皆様
には平素から当協会の事業活動に格別のご指導・ご支
援をいただき、この席をお借りしまして厚く御礼申し
上げます。
　また、この度、警察庁におかれましてはグッドライ
ダー防犯登録実績優秀県に対し交通局長・生活安全局
長及び全国二輪車安全普及協会長の三者連名の表彰状
を授与していただき、重ねて御礼申し上げます。
　本表彰状を授与された山梨二輪車安全普及協会の皆
さん、グッドライダー防犯登録実績優良県の大分県、
京都府、広島県、山口県、福岡県二輪車安全普及協会
の皆さん、また、二輪車の交通安全普及活動実施優秀
県として全国二輪車安全普及協会長賞を授与された静
岡県二輪車安全普及協会の皆さんには、心よりお祝い
申し上げますとともに、今後尚一層のご活躍を祈念申
し上げます。
　さて、本日の会議では平成21年度事業報告と収支
決算、及び平成22年度事業計画と収支予算、並びに
平成21年度通常総会において議決されました「新公益
法人取得申請に伴う定款変更案の作成及び今後のスケ
ジュール」の変更についてお諮りし、併せて本年度は
役員の改選期に当たりますので、役員改選についても
ご審議をお願いいたします。
　それでは議事に先立ちまして一言申し述べたいと思
います。
　平成21年度の二普協事業につきましては、一昨年の
経済危機の影響を受け、緊急避難的な措置として大幅
な予算削減の元での事業活動の展開となりました。そ
の後も国内二輪車販売台数の大幅な落ち込み等もあ
り、厳しい環境下で何かと皆様にもご苦労が多かった
ことと推察しております。
　まず、二普協活動の大きな柱である安全普及活動に
ついてですが、昨年の交通情勢は官民一体となった交
通安全普及活動への取り組みの結果、交通事故死者数
は4,914人で前年比241人、4.7％の減少で昭和27年以来

57年振りに４千人台となりました。また、発生件数、
負傷者数ともに５年連続の減少となりました。
　二輪車乗車中の事故死者数は886人と、前年比104人、
10.5％の減少で９年連続の減少となりました。その内
訳は原付乗車中の事故死者数は359人で前年比64人、
15.1％の減少、また、一昨年僅かながら増加傾向にあり
ました自動二輪車乗車中の事故死者数は527人で前年
比40人、7.1％の減少となっております。これらは積極的
なG・ミーティングの開催や安全啓発活動など、皆さん
の平素における関係各機関・団体との緊密な連携とご
尽力による成果の現われであると感謝致しております。
　もうひとつの柱である二輪車の防犯活動について
は、昨年は厳しい市場環境にもかかわらず、新車出
荷台数に対するG・防犯登録率は一昨年度末の37.8％、
昨年度末の46.8％そして本年３月末の48.7％と目標の
55％には及ばなかったものの、それぞれの都府県・地
区二普協の実情に即した達成感の持てる目標数値の設
定や、長期にわたる登録率低迷県への対応及び地域間
格差の問題解消のための施策を実施して頂き、少しず
つではありますが、改善されてまいりました。
　平成22年度の事業は、国内二輪の需要がさらに減少
する予測であることから、緊縮予算の中で、効率的か
つ重点的な事業推進とし、特にG・ミーティングは全県
開催、G・防犯登録は新車登録率55％の約19万５千件、
中古車等約12万件の合計31万５千件の目標必達に向
け、皆様の尚一層のご努力、ご協力をお願い致します。
　次に昨年の通常総会で皆さんにご承認をいただきま
した「新公益法人取得申請に伴う定款変更案の作成及
び今後のスケジュール」につきましては、これまでの
公益法人取得申請に向けた準備作業の中で、主にガバ
ナンスの構築や定款案の作成及び申請に必要な諸規程
の整備等を中心に推進してまいりました。
　しかしながら昨年ご承認をいただいた後、二輪車を
取り巻く市場環境は更に厳しさを増しており、今後、
社会やお客さまから期待される二普協活動はどのよう
なものか、また、その裏づけとなる安定的な経済基盤
の確保等について、もう一度再検討する必要があると

平成22年度通常総会あいさつ

社会やお客様から期待される二普協活動を
全国二普協会長　青木　 哲
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考え、現行計画の変更について提案させていただきま
す。皆さんの忌憚のないご意見を頂戴したいと思って
おります。
　また、理事・監事の役員につきまして、本年度は改
選期に当たりますので、ご審議をお願いします。
　二普協を取り巻く諸情勢は、何度も申し上げますよ

うに、厳しさを増しておりますが、まずは当面の平成
22年度事業計画達成へ向け、皆さんの力強いご協力を
お願い申し上げます。
　最後になりましたが、本日ご出席の皆様の益々のご
健勝とご発展をお祈りいたしましてご挨拶とさせてい
ただきます。ありがとうございました。

　ただいまご紹介を賜りました警察庁交通局長の石井
でございます。
　平成22年度社団法人全国二輪車安全普及協会の通常
総会に当たりまして、一言ご挨拶を申し上げます。
　ご出席の皆様方には、平素から二輪車の交通安全及
び防犯対策の推進につきまして、一方ならぬご尽力を
賜っていることに対し、この機会を借りまして厚くお
礼を申し上げます。
　また、ただいまグッドライダー・防犯登録制度の普
及促進にあたり、二輪車の交通安全と盗難防止に多大
の貢献をされたご功績により、栄えある表彰を受けら
れました山梨県二輪車安全普及協会様をはじめ表彰を
受けられた方に心からお祝いを申し上げる次第でござ
います。
　交通事故の情勢につきましては、自動二輪車及び原
付乗車中の交通事故死者数は、この10年間で減少はし
ているものの、四輪車の減少率に比較して減少幅が狭
く、特に自動二輪車では30歳代から60歳代の事故死者
が増加している状況にあり、憂慮すべき状況だと考え
ております。
　皆様方におかれましては、グッドライダー・ミー
ティングなど安全運転講習を通じ、二輪車の交通事故
防止活動に積極的に取り組んでいただいているところ
でございますが、今後とも情勢に応じ、効果的な講習
の実施に努めていただきたいと思います。
　また、グッドライダー防犯登録制度につきましては、

本年４月末現在、登録件数が約280万件を数え、さら
に、平成17年８月に運用を開始されました二輪車盗難
照会システムにつきましても、二輪車の盗難防止と被
害回復に成果を挙げております。こうした取り組みを
今後とも継続するとともに、一層の充実に努めていた
だきたいと思います。
　二輪車については、現在、利用者の利便性を考えた
ような駐車規制はできないだろうかということで、今、
いろいろと検討しているところでございます。先般、
初めての試みとして、台数は多くございませんが、二
輪車を対象としたパーキング・チケットを設置いたし
試験的に運用を実施しているところでございます。
　駐車規制につきましても、見直しをしておりまして、
民間の駐車監視員にやっていただく区域をガイドライ
ンという形で公表して、駐車取締りの重点区域として
運用しておりますが、このガイドラインにつきまして
も、駐車違反の状況や地域の要望に応じて、定期的に
見直しをしているところでございますので、その際、
皆様からもご意見を賜ればと思っております。
　警察としては、皆様方とともに、二輪車が安全で使
いやすい乗り物となるように、これからも努力してま
いりたいと思っております。
　最後になりますが、全国二輪車安全普及協会のます
ますのご発展と、ご参会の皆様のご健勝を祈念いたし
まして、簡単ではございますが、私の挨拶とさせてい
ただきます。

 ▽二普協事業
Ⅰ　各種安全運転指導活動の推進

１　店頭個別安全指導活動＝実施人数426,950人（前
年比15.9％減）

平成22年度通常総会あいさつ

二輪が安全で使い易い乗物となるよう
警察庁交通局長　石井　隆之

平成21年度事業報告（要旨）
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２　街頭点検個別指導活動＝実施回数418回（同8.6％
増）、指導にあたった会員数1,872人（同20.7％増）、
点検車両台数16,251台（同3.4％減）
３　二輪車の各種安全運転講習の推進
○グッドライダー・ミーティング＝開催都府県数37
（同27.6％増）、開催回数86回（同17.8％増）、受講者
数3,696人（同22.8％増）
○二輪車安全運転講習＝開催回数277回（同12.6％減）、
受講者数4,856人（同3.3％増）
○原付講習（法定）＝開催回数9,855回（同3.0％減）、
受講者数155,742人（同6.8％減）
○原付安全運転講習＝開催回数167回（同5.6％減）、
受講者数2,777人（同18.4％減）
○高校生に対する安全運転講習＝講習回数497回（同
27.1％減）、受講者数29,164人（同28.1％減）
○高齢運転者に対する安全運転講習＝開催回数90回
（同8.4％増）、受講者数1,849人（同9.0％増）
○地域二輪車安全普及協会等のその他の講習＝開催
回数1,920回（同6.0％減）、受講者数45,633人（同
11.9％増）
４　原付免許取得協力活動の推進
○店頭での原付免許取得に資する情報の提供＝原付免
許受験者数350,028人（同5.5％減）、合格者数200,511
人（2.9％減）
○ホームページの改訂＝免許取得の手引、交通関係の
基礎知識、模擬試験問題部分の大幅改訂。アクセス
件数は458,623件（同150.0％増）
○各種教材の改訂＝「バイクと法令」等を法令改正等
に合わせて、ルビを附記する等内容を見直した。
５　二輪車安全運転指導員等の認定＝特別指導員58
人、指導員247人、合計305人。21年12月末現在数は
特別指導員2,487人、指導員8,697人、合計11,184人（同
1.1%減）となった。
Ⅱ　二輪車安全運転推進運動の実施

○秋の全国交通安全運動と並行して、関係省庁の指
導・後援と関係団体の協力・協賛を得て、二普協の
全国組織をあげて運動を展開。
　　今回から重点項目を絞り、効果的な安全運転指導
の展開に努めた。
 ・運動の重点＝交通マナーアップを中心とした安全運
転知識の向上の指導
 ・具体的推進項目＝「ヘルメットの正しい着用方法の

指導啓発の推進とプロテクター着用の推奨」「交差
点、カーブにおける安全走行方法等の指導」「高速
道路等における自動二輪車の二人乗りの安全走行方
法等の指導」「二輪車の駐車マナーの向上・ルール
の遵守等の指導」「G・ミーティング及びG・防犯登
録制度の紹介と参加・加入の奨励」「ポスター・チ
ラシの掲示・配布」
Ⅱ　G・防犯登録制度及び二輪車盗難照会システム業

務の推進

１　G・防犯登録制度
○G・防犯登録制度の登録件数＝21年中の登録件数は
295,810件（同16.7％減）、出荷台数比77.7％。21年度
末の累計登録件数は2,807,429件となった（平成14年
３月以前は削除）。
○制度普及のための対策＝それぞれの都府県・地区二
普協の実情に即した達成感の持てる登録目標数値の
設定や長期にわたる保有台数比１桁県に対する対策
の実施。また、安全普及活動と連携したポスター・
チラシ等を作成・配布するとともに、ホームページ
も活用した。
○制度普及促進のための情報の提供と共有化＝警察庁
から入手する毎月の二輪車盗難件数やG・防犯登録
件数等を集約した資料を都府県・地区二普協に送付
した。
２　二輪車盗難照会システム
○21年度末のシステム会員数は3,301店で、照会件数
は948,509件となった。平成17年８月からの累計照
会件数は3,199,507件となった。
○システム加入の条件であるG・防犯登録実績の認め
られない販売店等に対し、システム運用の実態と意
思確認を行うための文書を発出するとともに、効果
の認められない販売店の運用を停止した。あわせて、
加盟販売店の加入促進に努めた。また、安全普及活
動と連携したポスター・チラシを作成・配布すると
ともにホームページで広報を行った。
 ▽協力事業
Ⅰ　各種交通安全運動への参加協力

　１　関係省庁・関係団体が行う広報活動
　２　春・秋の全国交通安全運動
　３　交通事故死０を目指す日
　４　二輪車安全運転推進委員会の事業活動
　５　二輪車安全運転全国大会
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　６　交通安全フェア・バイクの日
Ⅱ　指導員の養成に対する協力
　１　指導員の養成、研修及び審査
　２　特別指導員の養成、研修及び審査
Ⅲ　二輪車の健全利用及び環境対策への協力
　１　二輪車防犯活動
　２　公害防止、不正改造防止及び改造車の復元指導
　３　自賠責保険広報キャンペーン
　４　各種モーターサイクルスポーツ開催
　５　二輪車リサイクル事業
　６　災害ボランティア活動
 ▽二普協組織の管理運営
１　全国二普協関係

　・会議の開催、役員の改選、内部検討会の実施、各
ブロック事務局の担当専務理事会議の開催、都府
県・地区二普協との連携

２　都府県・地区二普協関係
　・各ブロック協議会、都府県・地区二普協関係会議、
都府県・地区二普協業務の活性化の検討

３　地域二普協関係
　・地域二普協数475（250減）、支部数425（178増）、分
会33（18増）、総数986

　・地域協会による二輪車安全競技会、イベント等＝
501回開催、1,683人が協力、108,702人のライダーが
参加

 ▽基本事業及び推進項目並びに実施細目
１　二輪車安全普及活動
○店頭個別安全運転指導活動の推進
　(1)　安全運転指導ポイント（三つ折りチラシ）資料
の積極的活用

　(2)　安全運転指導員在籍店の拡大と周知徹底
　　・各県指導員審査実施情報の発信及び動員
　　・指導員のいる店ステッカーの有効活用
○免許取得協力活動の推進
　(1)　ホームページでの情報発信と定期的な更新
　(2)　「バイクと法令」（警察庁監修）等効果的活用
○各種安全運転講習会の開催
　(1)　G・ミーティングの開催
　　・ホームページでの各県開催状況等の発信
　　・既実施県は年１回以上の継続実施、未実施県（９

県）は年１回開催を目標
　　・全国統一開催告知ポスター等の作成による効率化
　　・受講者に対する傷害保険の一括管理（加入）に

よる効率化
　　・運営方法のマニュアル化
　　・G・ミーティング指導員に対するレベルアップ

講習会の開催
　　・警察庁及び各都道府県警察との緊密な連携と協

力依頼の要請
　　・個人情報の適正な保管管理についての指導の徹

底
　(2)　高校生を対象とした安全運転講習会の開催

○安全運転意識向上活動の推進
　(1)　「二輪車安全運転推進運動」による安全運転意
識の啓発と交通事故防止活動の推進

　　・安全運転推進活動の強化と期間中における重点
的かつ効果的な安全運転指導活動の実施

　　・ライダーのマナーアップのための既存のポス
ター等の有効活用

　　・ホームページでの広報活動
　　・関係各機関、団体との連携
○関係各機関、団体との連携活動の推進
　(1)　二輪車安全運転全国大会、同県予選大会への協
力支援

　　・来年度以降の効率的見直し案の検討と提案
　(2)　指導員体制の強化
　　・二推と連携した指導員資格取得の推進と指導員

養成講習の開催
　(3)　各種交通安全運動及びイベント等への参加と
支援協力

　　・情報入手と共同開催等への働きかけ
　(4)　二輪車の健全な利用環境及び環境対策活動等
への協力

　　・防犯対策、駐輪場対策、リサイクル事業、災害
ボランティア活動、自然環境保護活動等に対す
る協力

　(5)　ホームページでの各種広報活動
２　二輪車防犯活動
○G・防犯登録制度の普及促進

平成22年度事業計画（要旨）
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　(1)　警察庁へG・防犯登録推進協力依頼の要請
　　・警察庁及び各都道府県警察との緊密な連携と協

力依頼の要請
　(2)　銘柄別・都道府県別のG・防新車登録計画の策
定と達成（達成率・登録件数）

　(3)　外車新車＋中古車のG・防登録計画の策定と達
成（登録件数）

　　・主力外車銘柄へのG・防登録推進協力依頼の継
続

　　・二輪車関係団体へのG・防登録推進協力依頼の
要請

　(4)　二輪車関係イベント等における広報活動の積
極的推進

　(5)　G・防帳票活用状況の調査
　(6)　個人情報管理の徹底
　　・個人情報の適正な保管管理の徹底と検証・指導
○二輪車盗難照会システムの普及促進
　(1)　加盟店の加入促進
　　・目標3,500店（平成21年G・防実績12件～対象）
　(2)　未稼働店に対する活用PRの継続推進
　(3)　個人情報管理の徹底
　　・個人情報の適正な保管管理の徹底と検証・指導
３　新公益法人制度移行申請予定変更への対応

　(1)　経済的基盤の確認
　(2)　移行内容の再構築
　(3)　その他

　皆さん今晩は。この度、全国二輪車安全普及協会会
長に就任いたしました福井でございます。青木前会長
同様よろしくお願い申し上げます。
　意見交換会の開催に当りまして　一言ご挨拶申し上
げます。
　本日は石井隆之警察庁交通局長様をはじめ二輪車関
係団体の皆様には、ご多忙中にもかかわらず多数ご出
席をいただき、誠にありがとうございます。
　また、本席には昨年のグッドライダー・防犯登録実
績優秀県及び優良県として、また、二輪車の交通安全
普及活動実績優秀県として本日、表彰を受けましたそ
れぞれの県二普協の代表者も出席しております。是非
ご出席の皆様からお祝いの言葉やご激励をいただけれ
ば、大きな喜びと励みになるのではないかと思います。
　さて、先程の通常総会では二普協事業活動全般にわ
たり報告を行い、皆様のご審議をいただきましたが、

ご承知のように国内二輪車市場を取り巻く非常に厳し
い状況下の中で、今後、二普協活動はどうあるべきな
のか、お客様や社会は何を我々に期待しているのか、
今一度皆様と共に考え、その具現化に向けて早急に対
応をしていかなければならないと考えております。
　強い危機感を皆様と共有しながら、会長として事業
運営に努めて参りたいと思っておりますので、改めま
して皆様のご理解、支援をよろしくお願い申し上げま
す。
　限られた時間での意見交換会ではございますが、ご
歓談いただき、平素の二普協活動につきましてお気付
きの点がごさいましたら、忌憚のないご意見を頂けれ
ばと思います。
　終わりに　本日ご出席の皆様のご健勝と益々のご
発展を祈念いたしまして私の挨拶とさせていただきま
す。

　ただいまご紹介をいただきました日本自動車工業会
二輪車特別委員会規格部会長の世古と申します。本日
はこのような場にお招きをいただきまして誠にありが

とうございました。本来ですと、二特委員長の柳がご
挨拶申し上げるところでございますが、所用がござい
まして私が代わりに勤めさせていただきます。

平成22年度通常総会・意見交換会

強い危機感を共有し事業運営に努める
全国二普協会長　福井　威夫

平成22年度通常総会・意見交換会

二輪の利用改善へ業界全体で活動を
日本自動車工業会二輪車特別委員会企画部会部会長　世古　俊晴
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　まずは、全国二普協の通常総会が無事成功裏に終了
されたこと、誠におめでとうございます。
　二輪の安全普及につきましては、日頃から多大なご
尽力を賜りまして誠にありがとうございます。この場
をお借りしましてお礼申し上げます。
　さて、自工会では、日頃から二輪車の利用改善やイ
メージアップの活動を行っております。しかしながら、
この10年間を振り返ってみますと、国内の二輪需要が
約半減という大変厳しい状況になっております。
　そんな中、昨年の秋ですが、今後の交通社会におけ
る二輪車の有効なあり方がどのようなものかというこ
とを調査・研究し、まとめました。マスコミ発表や関
係省庁へお願いに上がりました。皆様方に関係すると
ころでは、特に125ccの免許の取得容易化が挙げられ

ます。１日ないし２日の技能講習で、より簡単に免許
が取れるようなことを望んでいるものですが、もちろ
んいうまでもなく、実現のためには安全の確保が大変
重要な課題になっております。我々自工会も日頃から
皆様方と協力して、いろいろな安全運転の教育活動を
行っていますが、今一度、業界全体でこの活動を大き
く推進していきたいと考えておりますので、本日は警
察庁の方々もご来賓でお見えになっておられますが、
ご指導・ご鞭撻をいただきながらご協力のほどお願い
したいと思っています。
　最後になりますが、会場にいらっしゃいます皆様方
のますますのご繁栄を祈念しまして、私の挨拶とさせ
ていただきます。

　私が在職しましたこの２年間はとても変化の大
きい経営環境下でありました。その中で二輪車業
界も大変厳しい状況でございました。
　まずは、二輪車のビジネスを活性化するという
ことが、重要なテーマですので、これはメーカー、
販売店様、関係者の方々が一丸となって、引き続
き努力することが必要でございます。二輪車につ
いては言うまでもなく安全が大変重要ですので、
今後とも継続して、安全運転の普及に向けた活動
を推進していくことが必要でございます。
　また、普及推進のあり方も、新しい時代の中で、
現在着手している全国二普協の新公益法人改革も
考慮しながら、見直しをしていかなければならな

いと思います。
　いずれにしま
しても、２年間皆
様方のご協力ご支
援をいただきまし
て、任期を全うで
きましたことは、
感謝の念に堪えま
せん。今後、皆様
方の益々のご活躍を祈念申し上げ、退任の挨拶と
させていただきます。どうもありがとうございま
した。

平成22年度通常総会・意見交換会

二輪業界の社会的評価が高まるよう
全日本交通安全協会　中澤　見山専務理事

　本日は総会ご苦労様でございました。この二普協の
交通安全や盗難防止をはじめとする活動は、社会の安
全に大きく貢献していると考えます。皆様のご活躍が
二輪車に対するイメージアップ、また二輪車業界に対
する社会的評価を大いに高め、ひいては二輪車が国内

でもたくさん売れるようになるなど、よい方向に回転
するように祈っております。
　それでは、ご指名でございますので、杯を高らかに
上げたいと思います。ご唱和をお願いします。乾杯！
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▽会　　長（兼副会長）＝福井威夫
▽専務理事＝國枝英郎
▽常務理事＝中薗善廣
▽常任理事＝井内正晴、松尾光明、次廣　章、河野健二、成田睦郎、大沢利方、池本憲治、原　淳一郎、
　　　　　　中山　章
▽理　　事＝宮嵜拓郎、中澤見山、水田龍二、石黒寿佐夫、奥村浩二、川口博晴、遠藤貞夫、古川道夫、
　　　　　　比嘉勝彦
▽監　　事＝藤井隆史、木内正明、赤間俊一、大濱繁治

年　警察庁長官官房企画審査官付▽昭和47年　埼玉県
警察本部交通部交通企画課長▽昭和48年　警察庁交通
局運転免許課課長補佐▽昭和50年　同警備局外事課付
（外務省研修所入所）▽昭和51年　在スウェーデン日
本国大使館一等書記官▽昭和52年　在連合王国日本国
大使館一等書記官▽昭和55年　警察庁警備局付（内閣
官房内閣調査室）▽昭和56年　同外事課理事官▽昭和
57年　同公安第一課理事官▽昭和59年　同外事課外事
調査官兼公安第一課理事官▽昭和59年　同公安第三課
調査官兼外事課付▽昭和62年　同外事課長▽昭和63年
　山口県警察本部長▽平成３年　内閣官房内閣調査官
▽平成５年　京都府警察本部長▽平成６年　九州管区
警察局長▽平成８年　辞職、(財)国際交通安全学会専
務理事▽平成13年　日本鉄道建設公団監事▽平成15年
　独立行政法人鉄道建設・運輸施設整備支援機構監事
▽平成19年　戸田建設㈱顧問

【福井会長の略歴】
▽昭和44年　本田技研工業㈱入社▽昭和58年　㈱ホン
ダレーシング取締役▽昭和60年　同副社長▽昭和62年
　同社長兼㈱本田技術研究所常務▽昭和63年　本田技
研工業㈱取締役▽平成２年　㈱本田技術研究所専務
▽平成３年　本田技研工業㈱二輪車開発統括部長▽平
成４年　同二輪本部浜松製作所長▽平成６年　ホンダ
オブアメリカマニュファクチュアリング・インコーポ
レーテッド副社長▽平成８年　同社長兼本田技研工業
㈱常務▽平成10年　㈱本田技術研究所社長▽平成11年
　本田技研工業㈱専務▽平成15年　同社長▽平成21年
　取締役相談役

◇◇◇◇
【國枝専務理事の略歴】
▽昭和41年　警察庁警備局人事課採用▽昭和44年　大
阪府警察本部警務部万国博覧会対策室指導官▽昭和45

　全国二普協は、５月21日
に開催した平成22年度通常
総会において、青木哲会長
の後任に福井威夫・本田技
研工業㈱取締役相談役を選
任しました。また、古川定
昭専務理事が退任し、後任
に國枝英郎氏を選任しまし
た。 

福
井
新
会
長
㊧
と
青
木
前
会
長
㊨
。
新
旧
会
長
が

が
っ
ち
り
握
手

福井会長

國枝専務理事

全国二普協、新会長に福井威夫・本田技研工業㈱取締役相談役
新専務理事には國枝英郎が就任

全国二普協・新役員名簿（敬称略）
（平成22年５月21日現在）
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　本日は、「グッドライダー・防犯登録表彰式」
にあたり、栄えある受賞をいただき、誠にありが
とうございます。
　山梨県二輪車安全普及協会、198会員を代表して
お礼の言葉を申し上げます。
　私どもでは、日頃から二輪車の安全運転講習会
の推進に取り組むとともに、「グッドライダー・
防犯登録制度」や「二輪車盗難情報照会システム」
等を通じて、盗難の予防と被害の早期回復を社会
的責務として、推進しているところであります。
　また、この制度の実施にあたり、県警本部のご
指導を賜るとともに、販売店の方々のご協力をい
ただきながら、グッドライダー・防犯登録等、各

種事業に積極的に推進し、交通安全意識の高揚を
働きかけていきたいと思います。
　本日の受賞を契機として、安全意識と交通事故
防止に、より一層積極的に取り組むことをお誓い
申し上げ、甚だ簡単ではございますが謝辞と致し
ます。
　本日は、誠にありがとうございました。

平成22年５月21日
　　山梨県二輪車安全普及協会会長　荻原　公明

安全意識と交通事故防止に
より一層積極的に取り組む

謝　辞

　通常総会時に行われる恒例のG・防犯登録制度の推
進に功績のあった都府県二普協に対する表彰。今年度
は「グッドライダー・防犯登録実績優秀県」として、
山梨県に警察庁交通局長・生活安全局長・全国二普協
会長の３者連名による表彰が、また「グッドライダー・
防犯登録実績優良県」として大分県・京都府・広島県・
山口県・福岡県に全国二輪車安全普及協会会長賞が授
与された。さらに、今年度から創設された「二輪車交
通安全普及活動実績優秀県」として静岡県に全国二普
協会長賞が授与された。
　受賞を受け、山梨県二輪車安全普及協会の荻原公明
会長が謝辞を述べた。

山梨県に警察庁・全国二普協連名表彰
大分・京都・広島・山口・福岡・静岡には会長表彰

－グッドライダー・防犯登録実績／交通安全普及活動実績表彰－
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　昨年７月～今年６月までの１年間で、新たに
５県がG・ミーティングを初めて開催しました。
　なお、全国二普協ではG・ミーティングのよ
り効率的な運営を支援するため、告知用統一ポ
スター・チラシを作成したほか、このほど「指
導員マニュアル」を作成しました。積極的なご
活用をお願いします。
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　静岡県二輪車安全普及協会、東京都二輪車安全普及
協会、神奈川県二輪車安全普及協会の３都県二普協は、
日頃行っている交通事故防止活動や犯罪抑止対策など
への貢献に対して、各都県警察等からそれぞれ感謝状
を贈呈されました。
　静岡県二普協は二輪車事故防止活動など交通安全へ
の取り組みに対して県警本部交通部長から、東京都二
普協はひったくり撲滅対策の積極的な推進に対して警
視庁犯罪抑止対策本部長から、神奈川県二普協は交通
安全教育の推進など交通事故抑止への貢献に対して県
交通安全対策協議会会長（県知事）から、それぞれ感
謝状を受けました。
　会員の皆様の日頃の二普協事業への積極的な取り組
みが実を結んだものといえます。おめでとうございま
す。引き続き二普協事業へのご協力をお願いします。

　永年にわたる二輪車安全普及活動及び防犯対策事業
の推進に当たられ、所管官庁及び関係団体から高い評
価を受けた功績を称え、坂井豊治前埼玉県二普協専務
理事、佐藤勲前千葉県二普協専務理事、山岡正義前長
野県二普協専務理事、金子義道前大阪府二普協専務理
事の４氏に、全国二輪車安全普及協会福井会長より感
謝状を贈呈しました。
　永年のご功労に感謝申し上げます。

　山梨県二輪車安全普及協会は、国土交通省山梨
運輸支局が実施した街頭検査に協力。指導員資格
と認証工場を持つ会員４人が参加しました。
　この街頭検査は、国交省が展開する「不正改造
車を排除する運動」に関連して実施されたもので
あり、平成19年から参加しているものです。
　山梨二普協では、二輪車に対して点検や整備不
良、無保険車に対する指導を行ったほか、G・防
犯登録制度への加入を呼びかけました。

　この取り組みのように、街頭検査への協力は二
普協事業の効果的な実施に向けた好事例といえま
す。同様の街頭検査を行っている各都府県・地区
二普協においても積極的な参加をお願いします。
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５月末の交通事故死者数は前年比53人減
―二輪車乗車中は２人増―

（平成22年５月末／警察庁資料）　
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グッドライダー・防犯登録、累計278万件を突破
―保有台数比22.9％　地域格差の解消が課題―

（社）全国二輪車安全普及協会
（平成22年７月13日現在）※出荷実績当月確定。
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　二輪車盗難件数、前年比12.8％減
―被害回復率38.1％、26県で回復率アップ―

盗難認知／被害回復状況（平成22年６月30日現在／警察庁資料）　
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懸念され非常に厳しい情勢下にあるといわれておりま
す。
　警察では全国警察を挙げて警備諸対策を推進してい
るところであり、この度、警察庁警備局長から当協会
会長に対し本警備に対する協力要望の文書が届いてお
ります。具体的には
　①　不審者・不審物発見時や関係情報等入手時の警
察への通報連絡の徹底

　②　首脳閣僚等の来日期間中における会議等関連地
区でのイベントや工事等の自粛・車両乗り入れの
自粛等交通総量抑制に対する協力

　③　自動車検問等の警察活動に対する協力
等です。皆様には先にお届けしました文書を再確認の
うえ、それぞれの関係する都府県・地区二普協におい
て積極的なご協力をお願いします。

　標記につきましては、本年５月25日付全国二普協会
長名で都府県・地区二普協会長宛に、既に協力依頼の
文書を発出しているところですが、本年11月10日から
同14日にかけて神奈川県横浜市で関係閣僚会議及び首
脳会議が開催され、また、６月から11月にかけ全国各
地で様々な関係会合の開催が予定されております。先
の文書でも申し述べましたとおり、本会議開催をめ
ぐっては国際テロリストや反グローバリズムを掲げ
る勢力及び極左暴力集団や右翼による事件等の発生が

2010年日本APEC首脳会議等
開催に伴う警備協力について

全国二普協からのお願い

昨年から少しずつではありますが引き続き改善が認め
られ、二輪車の防犯という目的に確実に寄与していた
だいております。皆さんのご理解とご尽力に感謝申し
上げる次第であります。目標数値55％達成のため更な
るご尽力をお願いいたします。
　平成22年度は国内二輪車需要の更なる減少等、厳し
い経済環境が予測されることから、重点的かつ効果的
な事業活動が期待されております。安全普及活動では、
店頭個別安全運転指導の更なる充実やグッドライダー
ミーティングの全県開催の実現等各種安全啓発活動を
積極的な推進してまいります。防犯活動はG・防犯登
録新車登録率55パーセント（約19万５千件）、中古車
12万件の合計31万５千件の目標達成に向け尚一層の努
力とご協力をお願い致します。
　本年も二普協を取り巻く諸情勢は、誠に厳しく予断
を許さないものがあります。このような環境下で二輪
車の安全で健全な環境作りにしっかりと取組み、その
成果を挙げて二普協の存在意義を高めていかなければ
なりません。皆さんの一層のご理解とご支援・ご協力
をお願い申し上げます。
（謹詠）
　　すべからく御身ひとつにおいたまひ

日の御子はけふも凛としてまします
　　たかどののきざはしにはべりかしこみて

御誕辰の賀をたてまつりけり
（近詠）
　　雪残る飯

いい

豊
で

のやまなみはるかなり
梅雨の晴れ間の山形路ゆく

　　あぜみちに桐の花咲く棚田かな
湯の街蔵王を訪ねきにけり

　　ライラックの花が雨降る街角に
まさかる札幌の街を旅ゆく

　平成22年度通常総会は、本年も皆様のご支援・ご協
力により滞りなく終了することができました。皆様に
は改めて厚く御礼申し上げます。
　本年度は役員改選期にあたり、特に会長・専務理事
が同時に交代という当協会にとりましては、誠に大き
な節目の年となりました。青木前会長には在任僅か2
年という短い期間ではございましたが、世界的経済危
機や国内二輪車市場の環境悪化等大変厳しい諸情勢下
での会長職をお務めいただきました。私達は青木前会
長のご指導をいただきながら、二輪車をめぐる環境の
変化に対応した二普協活動を粛々と推進することで、
概ね公益法人としての事業活動を継続し全国二普協の
存在意義を示すことができました。青木前会長には心
より感謝申し上げます。
　今年度もわが国二輪車業界にとっては、先行き不透
明な厳しいビジネス環境が続くことが予想されます。
二輪車の安全と防犯という二普協基本事業の目的達成
のため、私達は福井新会長の下、一致団結して最善を
尽くしてまいる所存でございます。
　さて、平成21年度安全普及活動についてですが、昨
年の交通情勢は官民一体となった交通安全普及活動
への取り組みの結果、交通事故死者数は4,914人で前
年対比241人、4.7％の減少で昭和27年以来57年振りに
4.000人台となりました。また、二輪車乗車中の事故
死者数は886人前年対比104人、10.5％の減少で９年連
続の減少となり、その内訳は原付乗車中の事故死者
数は309人で前年対比64人、15.1%の減少で、また、自
動二輪車乗車中の事故死者数は527人で前年対比40人、
7.1%の減少でした。これらは皆さんの平素における
不断の努力と関係各機関・団体との緊密な連携とによ
る成果の表れであると感謝致してります。防犯活動に
ついては、昨年は非常に厳しい市場環境にもかかわら
ず新車出荷台数に対するG・防犯登録率は46.8%と一

編　集　後　記


